
 

 

 

 

□ 【おおくぼこどもクリニック】について 

おおくぼこどもクリニック  住所：大洲市徳森 2264-8 

＜仕事内容＞ 子供を診察する ワクチンを打つ カルテに記録する 

＜必要な免許＞ 看護免許・看護師資格 

□ 体験内容 

〈 診察 〉 患者さんの診察後、分からない言葉を院長さんに解説していただきました。 

患者さんの容態によって診察室を行き来した。 

〈 ワクチン 〉 血管に打たないように、注射するときに少し引いて逆血していないか確認。 

皮下・筋肉・経口注射がある。（種類が多いのに打つ期間まで暗記している） 

〈 血圧測定 〉 手動…マンシェット・カフ・聴診器を駆使し圧迫。脈が分からないと苦戦。 

          機械…巻いて待てばすぐ終了。とにかく手軽。同時に SpO₂も測定。 

〈 ウィルス検査 〉 検体を採取後、 抗原検査→抗原抗体検査キット （簡易的） 

PCR検査→PCR検査キット   （機械的） 

□ 解説していただいた用語 □ 気付いたこと 

 マンシェット→腕に巻いて圧迫するもの 

 カフ→マンシェットに空気を送るもの 

 SpO₂→血液中の酸素濃度 

 抗原抗体検査キット→ 

 

 【病気】  アデノ 

ヘルパンギーナ 

      夏風邪（夏の流行り病の総称） 

 微笑んでいる→優しい印象 
 声ハッキリ→聞き取りやすい 
 資格がないとできない作業が多い 
 カルテは PCで打ち込む 

 
 感染症対策 

患者さんにうつさないために、防護服を着用
したり、退出後にすぐに消毒したりし、毎回手
洗い・うがいを徹底していた。 

□ 体験を終えて学んだこと・自分のこれからについて 

○ ５日間の体験を通して 

医療の現場では、患者さんのために、裏で消毒

やワクチンの準備などを協力して行っていまし

た。患者さんと笑顔で心を通わせていました。

命をあずかる仕事は責任重大ですが、諦めず目

指し続けることは大切だと感じました。 

○ 自分にとって「働く」とは 

視野を広げ、世界を見渡すために必要なこと。 

人を助けること。命でつながっていること。 

社会との関わりを感じ取れる場所。 
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